
４．北九州港の果たすべき役割 

 

・ 九州と本州の結節点に位置し、東アジア主要都市に地理的に近い 

・ 海上出入総貨物量、外貿コンテナ取扱量、内貿貨物量、内貿フェリー

貨物量とも全国で上位 

・ 【主要取扱品目】（輸出）鋼材・化学薬品、（輸入）石炭・鉄鉱石 

（移入）完成自動車・その他輸送機械、（移出）完成自動車・鋼材 

・ 外貿コンテナ定期航路はアジア航路が中心（中国・韓国航路が多い）

・ 釜山との間に国際フェリー定期航路開設（H20.6～，週 6 便） 

・ 福岡県内および近隣との貨物流動が活発 

                  ・ 岸壁数や水深・延長の不足 

                  ・ 港湾施設の低･未利用 

・ 航路･泊地が狭い（浅い）    ・ 未利用の水面貯木場 

・ 岸壁等港湾施設の老朽化     ・ 低･未利用地の存在 

・ ヤードの不足または狭隘     ・ 響灘地区へのアクセス不十分 

・ 廃棄物･浚渫土砂処分場の不足  ・ レトロ観光客数の伸び悩み 

 

 

・ 国際競争力の強化による活力ある経済社会の実現 

・ 東アジアの成長と連動し、自立的に発展する九州圏の形成 

 

 

・ 物流ネットワーク構築支援による産業の国際競争力強化 

・ 企業の立地促進等による臨海部産業の活性化 

（産業競争力強化ゾーンの形成） 

 

 

・ 「世界の環境首都」「アジアの技術首都」の都市ブランドづくり

等 

 

情勢の変化と要請 

上位計画・関連計画等

 

アジアでの 

競争力を強化する 

世界の環境首都 

を支える 
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北九州港の現況 

※青色は北九州港に関連すること 

「国土形成計画」及び「九州圏広域地方計画」 

わが国産業の国際競争力強化等を図るための今後の港湾政策

新･北九州市基本構想及び基本計画

 

・ 東アジア・BRICs の経済成長 

・ 東アジアにおける国際水平分業の進展 

・ 世界の人口は増加傾向、日本は減少傾向 

・ 北九州市も減少傾向→生産人口減少 

 

 

・ 世界的なコンテナ船の超大型化→北九州港へ大型コンテナ船寄

港増加の可能性（カスケード現象） 

・ 北九州港寄港バルク船の大型化←海上荷動き量の飛躍的増加 

・ フェリー、RORO 船輸送量増加←ユニットロード形態の変化 

・ 北部九州連携の議論←国内主要港（阪神港、京浜港）の港湾連

携の動き 

・ 自動車関連企業等の臨海部への進出増加←北部九州への自動車

産業の集積（鉄に加えもう一つの基幹産業） 

・ 高速道路網の充実・アクセス良好、東京～北九州間のコンテナ

列車輸送力増強→背後圏拡大のポテンシャル 

 

 

・ 循環型都市づくり＝廃棄物対策・総合静脈物流拠点の活用 

・ 水辺景観の利用・保全＝海辺のマスタープラン、環境修復 

・ 地球温暖化対策＝風力発電、モーダルシフト推進、係留船陸電供給

←港湾行政のグリーン化（重点取組み５分野） 

・ 平成 20 年 7 月、「環境モデル都市」に指定された。 

 

 

・ 中央防災会議「災害に強い社会基盤づくり」→耐震強化岸壁 3 バー

ス計画、うち砂津地区 1 バース整備完了 

・ 地球温暖化による気候変動の影響→海面上昇、台風の強大化の懸念

→減災対策 

・ 昭和 40 年代以前の老朽化施設が全体の約半分→更新時期の重複→

維持管理費の増大 

 

 

・ 市民意識：「港やウォーターフロント整備」の評価は高いが、要望は

低い 

経済・人口 

物流・産業 

環境 

安全・安心 

その他 

北九州港の 
果たすべき 

役割とは 

地域の産業を支える物流基盤として

の北九州港のあり方 

① マルチモーダルの活用と連携による広

域物流ネットワークの構築 

② 産業と物流が一体となった臨海部空間

の形成 

③ コンテナターミナルの活用と配置 

④ 激化する国際競争に晒されている基幹

産業への寄与 

環境首都にふさわしい北九州港のあ

り方 

① モーダルシフトの推進における阻害要

因の解消 

② リサイクルポート機能の充実・深化 

③ よりよい環境を次世代に引き継ぐ工夫 

災害に強いまちづくりに寄与する北

九州港のあり方 

① 災害に対応し、市民の暮らしや企業活動

を守る臨海部機能の充実 

市民が憩い賑わうみなとまちとして

の北九州港のあり方 

① 都市の魅力を向上できる水際線づくり 

② 活気あるみなとまちづくり 

③ アジアとの国際交流の拡大 

持続的な港湾活動を可能とする北九

州港のあり方 

① ライフサイクルを考慮した計画的か

つ、適正な維持管理 

② 浚渫土砂・一般廃棄物・産業廃棄物処

分場の確保 

③ 港湾区域の適正な管理 

④ 効率的な港湾運営・システムの再構築 

港  勢 

各地区の抱える問題
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